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【情報モラル講演会】  

 10 月 1 日(木)に唐津警察署(生活安全課)の円城寺敏典さんより、全校生徒に対して情報モラルに

ついての講演をしていただきました。感染症予防のために、生徒たちは各教室の電子黒板を通して講

演を聞きました。(高校 2 年 1 組の生徒たちは教室で円城寺さんの講演を直接聞いています。)SNS の

使い方や個人情報の取り扱い方など、生徒たちが巻き込まれる可能性の高い事案について、話や動画

を通して具体的に説明をしていただき、生徒たちは自分たちにも起こり得る問題だと改めて認識する

ことができたようです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

【環境ボランティア】  
10 月 15 日(木)に全校生徒によるボランティアを実施しました。本校は、虹の松原や鏡山、松浦川

などの自然に恵まれており、このような地域への貢献の一環として、学校周辺地域の清掃奉仕活動を

行っています。今年度は天気にも恵まれ、全校生徒で虹の松原・校地周辺・登校道路・校内の植込み

などの清掃活動に取り組みました。この活動を通して、地域への貢献と学習・生活環境の美化及びボ

ランティア精神を高めることができました。 

 

 

 

 

 

 

【さがを誇りに思う教育講演会】  
 10 月 22 日(木)に一般社団法人ジャパンコスメティックセンターの藤岡継美さんより、高校 3 年生

を対象に「唐津コスメティック構想と地域の発展」について講演をしていただきました。生徒たちは

唐津の産業が国際的に評価を受けていることなどを知り、唐津のよさを再確認できたようです。生徒

の感想を以下に紹介します。 

「私が想像していた以上に、唐津が国際的な化粧品産業の中心地となっていたことは感慨深かった。

唐津の地場産品を生かした化粧品が作られていることは知っていたが、それがシャンプー等に利用さ

れ、高く評価されているのは驚きで、私たちが当たり前のように享受している唐津の産品にもそれほ

どの潜在価値があったことに気づかされた。そして、それらの産品の中には、耕作放棄地から作られ

たものもあり、唐津にある資源をどれほど有効に使っていくかで、町の在り方も十分に変わっていく

と感じた。今後、日本の中の唐津、世界の中の唐津はどんな町なのかという視点で唐津を見ていきた

い。」 

 

【進路探究発表会】 

 高校 2 年は「総合的な探究の時間」で、自分たちの興味・

関心のある学問分野について、レポートを作成しました。研

究テーマに関する問いやそれに対する仮説を立て、大学生

さながらのレポートを作成することができました。そして

それに基づき、10 月 22 日(木)に同じ学問分野のグループ

で発表を行いました。それぞれが違う視点で学問について

探究をしていたので、他の発表者の内容を聞くことで新た

な考え方を知り、問題意識を持つことができたようです。 

 

【芸術鑑賞会】 
10 月 23 日(金)に今年度は唐津市文化体育館で中・高とも

に、ゴスペルヴォーカルグループ「StarLights」によるゴスペ

ルの鑑賞をしました。プロの本格的な生歌に生徒たちは圧倒

されつつも、魅了されていました。曲目の中には、生徒たちも

聞いたことのある、映画「天使にラブソングを」の曲やポップ

スなどもあり、様々な音楽を堪能することができました。 

このグループには、本校の卒業生である松本藍さんが所属

されていて、高校生に向けて進路の話もしていただきました。生徒も先輩の話を聞いたことで、自分

のやりたいことを進路に結びつけ、挑戦することの大切さを実感したことだと思います。 


